
無
量
壽
經
鈔
を
逋
觀
し
望
西
樓
持
説
の

一
班
な
窺
ふ

三

長

覺

靜

本

書

述

作

の

由

來

へ

古
來
望
西
の
鈔
ε
略
稱
せ
ら
る

・
無
量
壽
經
鈔

一
部
七
卷

製
作
の
由
來
に
就

て
は
、
作
者
了
慧
師
自
ら
其
卷
末
に
附
記
せ
ら
る

・
所

に
依

て
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
以
て
作
者
の
風
格
並
に
本
書
の
特
徴
異
彩
を
窺
ひ
し
の
ぶ
に
足
る
が
故

に
左
に
摘
録
す

る
。

永
仁
三
年
智

月
二
+
吾

讐

默

始
艸
・記
多

、
明
年
正
月
士

百

終
・於
功
矣

、
同
五
年
二
月
治
・定
之
皐

、
譱

觴
者
先
師
和
上

有
・嗣
法
上
星

雙

、
正
應
元
年
絨
講

日
先
師
鈔
記
皆
以
楚

、但
驫

奨

蠶

耳

夫
親
稟
靉

不
・闘
披

闘

於
・末
學
耋

定
迷
・

文
義
羹

記
・先
闘

資
・裔

焉

、
予
雖
・受
薪

董

中
略
)
再
三
固
辭
而
塗

・七
璽

、
永
仁
三
年

昶
春
重
示
日
、
須
・先
艸
翆

、
於
・
治

定

者

丙

會
合
饕

取
捨
云
々
、
兩
月
之
間
此
責
閃
犀

柔

・得
籠

而
鈔
記

茎

、
發
起
慶
需

披
覽
取
捨
、
同
驫

空

間
籥

再
三

精
論

、
然
後
治
定
已
畢
、
斯
年
之
秋
兩
聖
同
滅
、
嗟
呼
悲
哉
法
燈
忽
淌
、
慶
哉
記
鈔
早
終
、
予
若
黔
止
悲
貽
ご將
來

一矣
、

此
鈔

一
部
七
卷

雖
レ
記
ご
相
傳
義

一定
有
二其
誤
副歟
、
留
贈
二後
賢
一勿
レ恐
二添
削
一焉
。

是
に
由
て
之
を
觀
る
に
三
租
記
主
上
人

一
代
の
鈔
記

五
十
餘
帖
に
及
び
宗
義
を
闡
明
し
て
殆
ん
曹
餘
蘊
な
し
ーこ
雖

こ
も
、
未
だ
大
經
に
就

て
は
直

接
鈔
記
す
る
所
な
き
故
、
末
學
未
聞
の
徒
を
資
け
ん
が
爲
め
、
望
西
同
門
の
切
な
る
請
求
に
よ
り
、

永
仁
三
年
四
月
廿
五
日
起
草
翌

年
正
月

十
三
旧
號
稿

し
、
同
法
、こ
評
議
取
捨
し
再
三
精
論
し
て
終
に
同
五
年
二
月
治
定
し
畢

つ
た
も
の
で
、
爾
其
各
卷
の
奥
書
に
よ
れ
ば
正
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安
二
年
九
月
執
筆
し
同
年
+
月
二
十
四
日
清
書
し
て
後
見
に
留
贈
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
本
書
が
上
木
せ
ら
れ
今
日
に
傳
は
る
も
の
五
本
、其
第

一
は
永
仁
三
年
板
、
第
二
は
慶
長
二
十
年
近
江
法
橋
良
專
開
板
の
木
活
本
、

第
三
は
寛
永
八
年
同
上
覆
刻
の
中
野
氏
件
の
刋
本
、
第
四
は
延
寳
七
年
十
月
勘
文
校
正
の
首
書
本
、
及
び
第
五
延
亨
三
年
版
行
の
會
本
ぐ」
で
、

淨
土
宗
全
書
に
收
む
る
所
は
此
會
本
で
あ
る
。
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二

蜘

部

の

結

構

本
鈔
は
大
經
を
釋
す
る
に
大

に
開
て
、
大
意
を
明
す
・こ
、
題
名
を
釋
す
る
、こ
、
經
文
を
解
す

る
く旨
の
三
門
を
立
て
、
此
中
第

一
の
中
に
教

起
の
所
因

・こ
、
所
設
の
大
猷

・こ
、
宗
體

の
定
判
ε
、
藏
教
の
所
攝

,こ
の
四
段
を
開
き
、
叉
第
三
に
於
て
序
正
流
通
の
三
分
を
別
ち
、
其
正
宗

分
の
下
淨
影
の
所
行
ε
所
成
,こ
所
攝

-こ
の
三
段
科
を
用
て
大
科

・こ
し
、
宗
家
の
七
段
分
別
を
細
科

,丶旨し
て
依
用
せ
ら

れ
て
居
る
。
左
に
其
大

綱
を
圖

示
し
や
う
o

大

意

箜

港
難
欝
韈

教
起
所
因
、
所
詭
大
猷
、
宗
體
定
剿
,
藏
教
所
攝
、

繹
題
名
釋
經
題
、
釋
譯
入

釋
經
文
序

文
證
信
序

我
聞
如
是

發
起
序
毳

時
・
教
実

餞

、
徒
衆
、

蒔

禽



正
明
難

羲

正
宗
分
明
所
行
鰭
黯

明
勝
因
・1
發
願
縁
、
發
願
相

明
勝
行

-
淨
土
行
、
法
身
行

明
勝
果
-
勝
依
果
、
勝
正
果

明
所
驫

鑽

明
勝
報
惑

明
所
成
購

別
明
所
成
籍

明
極
響

依
墾

賭

巌

螻

約
・土
明
・人
蝋
簸

嬲

明
所
攝明

悲
化
-
凡
夫
往
生
、
聖
人
往
生
、
欣
厭
境
界

明
智
慧
-
擧
ご得
失

扁顯
二智
慧
一、
擧
二
鑷
聖

圃顯
ご
智
慧

一

流
逋

分
-
嘆
經
勸
學
.
聞
經
得
盆
、
現
實
表
實
、
大
衆
同
喜

爾
時
崖

諸
根
幌
携

佛
告
阿
難
乃
往
過
轟

阿
難
時
彼
比
丘
於
其
佛
携

雙

生
處
在
意
所
霧

阿
讐

佛
法
整

霧

叉
其
國
土
七
寳
諸
諷

響

阿
饕

有
衆
識

佛
告
阿
難
汝
起
更
整
蕩r

箜

.彌
勒
砦

得
泓

第
二
卷
轣

宗
袈

第
三
卷
雛

鍛

顳

第
四
卷
臟
第
罕

八

第
五
卷
鷄

縮
齷

箜
ハ卷
辮

驕

第
七
卷
鶚

難

聴

三

本

書

の

内

容

本
書

は
.異
譯
の
大
經
並
に
本
末
の
往
生
論
を
封
較
引
證
し
、
二
組
三
代
相
傳
の
正
義
を
經

・こ
し
、溥
く
諸
經
論
の
所

説
及
び
淨
影
、
嘉
鮮
、

義
寂
、
憬
興
、
玄

一
等
諸
師
の
大
經
釋
を
緯

ε
し
て
、
大
に
無
量
壽
經
の
旨
趣
を
發
揮
せ
る
も
の
で
あ

つ
て
、
其
博
引
旁
證
に
し
て
然
も
よ

く
整
頓

せ
ら
れ
、
且
つ
隨
所
に
卓
見
以
て
文
義
が
闡
明
せ
ら
れ
て
居
る
。
冏
師

の
之
を
重
要
親
せ
ら
れ
、
觀
徹
、
義

山
師
等
の
大
經
を
講
す
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る
や
自

ら
此
書
に
凖
據
す
る
所
甚
だ
多
き
も
洵
に
所
以
あ
り
ε
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

然
し
本
書
は
既
に
相
傳

の
正
義
を
規
矩
準
繩

・こ
し
て
纂
述
せ
ら
れ
、
殊
に
本
書
號
稿
の
後
同
門
の
取
捨
問
答

を
經

て
治

定
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
且
つ
其
読
述
も
簡
約

な
る
故
、
此
書

に
依
て
直
ち
に
述
者
の
自
義
持
論
を
明
確
に
辨
知
す
る
こ
ε
は
殆
ん

・ご
不
可
能
ε
い
つ
て
も

よ
か
ら
う
。
そ
は
愈
問
愚
答
記
の
詭
や
糅
鈔
.
頌
義
等
に
望
西
の
自
義
「こ
し
て
散
見
す
る
所
を
以
て
.
本
書
に
封

望

し
檢
索
す
る
に
、
或

は

省
略
せ
ら
れ
或
は
極
め
て
略
述
せ
ら
る

・
を
見

る
に
由

つ
て
も
然
か
斷
ぜ
ら
れ
る
ε
共
に
、
此
が
即
ち
宗
徒
の
均
し
く
本
書
を
奪
重
し
來
つ

た
所
以

で
あ
り
、
將
來
も
亦
永
く
愛
翫
せ
ら
る
可
き
此
書
の
特
點

で
も
あ
る
。

ざ
は

い
へ
本
よ
り
本
書

は
唯
だ
相
傳

の
義
を
の
み
組
逑
せ
る

も
の
で
は
な
く
、
往

々
諸
解
を
檢
討
批
判
し
て
取
捨
立
読
す
る
に
獨
自

の
識
見
に
出
つ

る
も
の
あ
り
て
、
其
處
に
若

干
相
傳
に
異
見
を
持
せ

し
哉
を

推
見
せ
し
め
ら
る
。
仍
て
以
下
本
書

中
に
顯
は
る

・
作
者
の
持
諡
ε
見
做
さ
る

・
も
の

に
就
き
其
重
要
な
る

二
一こ
の
問
題
を
探
つ
て

概
述
す
る
こ
ぐこ

す
る
。
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四

二

重

顎

心

説

大
經
上
卷
に
法
藏
菩
薩
の
發
願
相
を
明
す
に
所
謂
地
前
發

心
-こ
地
上
發
心
ε
の
二
文
あ
り
。
即
ち
二
十
行

の
偈
頌

の
前
に
、

む

む

　

　

り

し

　

む

時
有
國
王
聞
佛
詭
法
心
懷
悗
豫
蕁
發
無
上
正
眞
道
意

置
詭
き
、
叉
四
十
八
願
文
の
前
に

　
　
む

ぬ

ぬ

も

ヘ

へ

　

ヘ

ヘ

へ

も

も

へ

り

り

時
彼
比
氏
聞
佛
所
論
嚴
淨
國
土
皆
悉
覩
見
超
發
無
上
殊
勝
之
願
其
心
寂
靜
志
無
所
著

婦
切
世
間
無
能
及
者

ざ
い
ふ
。

此
二
文
所
明
の
發
心
に
就
て
古
來
諸
師
異
解
し
地
前
、
地
上
、
阿
羅
漢
果
、
破
赫
性
室
、
八
地
已
上
或
は

一
生
補
處
の
發
心
に
當
る
等
-こ

い
ひ
、
又
經
の
文
相
發
意
-こ
發
願
ご
の
二
重
に
な
つ
て
居
る
の
で
、
或
は
是
れ
二
重
の
義
な
り
ε
い
ひ
、
或
は

一
重
な
り
ε
解
す
。
此
中
特



に
論
點

ε
な
れ
る
は
法
藏
の
登
心
が
地
前
十
向
滿

な
り
や
地
上
初
地
な
り
や
、
叉
其
二
重

に
亘
る
や
地
前
地
上
の
何

れ
か

の

一
重
な
り
や
こ

い
ふ
に
あ
る
。

而
し
て
本
題
に
對
し
邁
光
師
は
淨
影

こ
の
重
發
心
設
に
與
し
、
二
重
發
心
は
獨
り
淨
影
の
み
な
ら
す
、
夂
義
寂
、

立

一
同
じ
く
然
か
剰
ぜ

ら
れ
て
居
る
。
然
る
所
以
は
法
藏
比
丘
蕁
發
心
の
後
に
、
世
饒
王
佛

に
對
し
て
斯
義
弘
深
非
我
境
界
ε
て
廣
く
諸
佛

如
來
の
淨
土
の
行
を
敷

演

し
給

は
ん
こ
・こ
を
請
願
せ
ら
れ
る

・
は
、
明
に
是

れ
法
藏
比
丘
が
地
前
に
在
て
地
上
の
行
を
請
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ

る
。
而
し
て
佛
の
答
請
を
聞

い
て
即
ち
超
て
發
願
し
て
居
ら
れ
る
の
だ
か
ら
超

發
願
は
地
上
の
發
心
で
あ
る
等
S
述

成
せ
ら
れ
て
居
る
。
加

之
相
傳

に
契
ふ
初
地

咽
重
の
義
に
就
て
は
淨
影
等
の
師
未
だ
此
解
を
作
ら
す
、
今
異
解
を
述
す
、
恐
慮
甚
だ
多
し
學
者
思
擇
せ
よ
ε
ま
で

冨

は
れ
て
居
る
。

些

段
(淨
全
十
四
、
五
五

ー
五
入
、
六
五

)
の
設
述
頗
る
精
轡

し
て
然
も
相
傳
の
義
蟲

に
背
馳
す
。
大
經
聞
晝

(墫

鍵

に
筵

鈔
以
・淨
影
鼕

存
二本
義
皇

爾
相
承
之
暗
故
歟
の
評
言
心
得
べ
き
も
の
か
幻

五

設
我
得
佛

の
怫
の
自
他
受
用
説

願
文

=

に
設
我
得
佛
,こ
前
提
せ
ら
れ
る
が
、
其
佛
ε
は
自
受
用
身
で
あ
る
か
將
た
他
受
用
身
で
あ
る
か
は
、
三
組
門
下
の
異
論
の

一
焦

點

.、
な

つ
奇

で
あ
る
。
今
此
に
對
す
る
道
光
師
の
論
を
霾

つ
に
、
奢

第
三
(淨
全
十
四
、

七
二
頁

)
に
は
唯
だ

ハ

ナ
リ

ス

ヲ

テ

テ

ヲ

ト

ヲ

ニ

ク

佛
他
受
用

内
證
成
道
雖
γ
不

一相
離

一發
二
化
他
願
一時
還
指
二
化
他
身
一而
云
二
得
佛
等
一令
ン
壜
二機
化
剛故
禮
讃
云
彼
佛
今
現
在
世
成
佛
當
知

本
誓
重
巣

虚
妛

有
二

義
転

S
の
み
約
論
し
て
其
意
を
委
悉
さ
れ
て
居
ら
な
い
、
然
し
此
論
に
就
て
は
邇
聞
鈔
、
同
口
决
下
、
十
六
疑
問
答
、
同

見
聞
六
等
に
可
な
り
詳

に
さ
れ
、
又
糅
鈔
第
二
十
四
に
も
三
組
同
門
の
此
れ
に
就
て
の
問
答
往
復
及
び
冏
師
自
ら
は
二
義
を
存
す
る
等
の
こ
ご
が
傳

へ
ら
れ
て
あ
る
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か
ら
、
此
等
に
依

つ
て
其
内
容
を
明
か
に
す
る
こ
,こ
が
出
來
る
。
結
局
望
西
樓
の
義
は
名
越
及
び
藤
田
所
立
の
義
に
共
同
し
、
白
旗
及
び
縄

阿
の
論
繕

醤

し
を

の
で
あ
る
。

裂

「
又
至

義
督

の

譲

は
・
决
鈔
下
肝
傳
の
「
此日
法
光
明
院
(囀
)與
・
望
西
撃

相
論
、
院
云
転
」

ご
、此
藁

作
の
由
來
憲

ひ
合
さ
れ
、
其
言
約
な
り
憙

い
へ
意
味
深
長
な
り
く
謂

ふ
べ
き
で
あ
る
。
(大
鬻

書
三
囓

霹

參
照
)

ゐ
ノ、

正
念
と
來
迎
と
の
前
後

一34一

第
十
九
來
迎
引
接
の
願
に
就
て
、
佛
の
來
迎
に
由
て
衆
生
正
念
に
住
す
る
哉
、
.將
た
正
念
な
る
に
よ
り
來
迎
に
預

る
哉

の
疑
は
既
に
宗
祗

大
師
御

在
世
當
臆

出
た
こ
.
、臓
、
和
語
燈
録
第
+
四
(橿
王
版

一
七
〇
頁
)
に

も
ーこ
よ
り
ほ
ーこ
け
の
來
迎
は
臨
終
正
念
の
た
め
に
て
候
也
。
そ
れ
を
人

の
み
な
臨
終
正
念
に
て
念
佛
申
た
る
に
、
佛
は
む
か

へ
給
ふ
ε
の

み
心
え
て
候
は
、
佛
の
願
を
信
ぜ
ぬ
に
て
候
也
(中略
)
た
・あ

時
に
よ
-
ー

申
を
発

る
念
佛
に
よ
り
て
、

佛
は
來
迎
し
給
ふ
時
に
正
念

に
は
佳
書

申
べ
註

て
候
悳

、
、あ
る
に
よ
り
て
想
見
せ
ら
る
。

從
て
此
れ
か
三
狙
門
下
の
間
に
あ
つ
て
も
想

量

大
覦
さ
れ
た
も
の
竟

へ
、
淨
土
要
略
(
噸
饕

嬰

龕

愚
答
記
(同
上
九
七
)
に
之
を
究
明
す
る
に
努
ら
れ
て
居
る
。

其
後
此
問
題
に
つ
暮

讃
の
如
き
は
道
公
の
意
に
從
ひ
正
念
後
の
來
迎
丶克

倣

せ
る
も
、多
-
繕

傳

へ
て
鈔
拳

異
議
ぎ

し
、次
醤

書
三

懶

雑

に
は
明
に

蕾

流
學
者
中

一
兩
存
二
此
義
養

有
乏

箭

逍
盆

へ

堕

是
亦
袈

歪

故
也
L
・こ
莚

し
て
居
る
。
而
し
て
之
を
本
書
に
就
て
見
る
に
(淨
全
十
四

、
九
一

)

問
既
以
二諸
,
+t+
行

t爲
二佛
迎
因
一明
知
諸
行
生
因
本
願
何
云
二攝
機
↓答
委
細
料
簡
如
ご宗
要
等
一転

墨
μ要
言
レ之
爲
・攝

二
念
佛
及
諸
行
機

一而
臨

終
時
倉

心
不
亂
上
現
二其
人
夢

故
云

織
機
く
嚇
奮

佛
力
加
令
日機

正
念
由

二
正
念
一故
即
得
社

失

嚇
)等

三
塁

て
、

直
接
正
念
棊

迎
あ

前
後
を
問
題
乞

て
逑
べ
ら
れ
て
は
居
ら
な
い
け
れ
言

、

决
疑
鈔
三
(
淨
全
七
、

二
六
三

)
の
吝

符
同
し
、

 悲
華
經
稱
讃
經
等
に
依
て
正
念
の
上
の
來
迎
論
を
探
つ
て
居
り
、
そ
れ
は
元
祺
大
師
の
指
南
に
順
す
る
も
の
で
あ
る
。
仍
て
更
に
之
を
奪
悶



愚
答
記

に
就
て
見
る
に
此
れ
に
は
左
の
如
く
委
論
さ
れ
て
居
る
。

約
二
夲
生
廻
心
機
一者
前
後
難
γ定
感
應
道
交
不
閥二

往
一故
或
有
下
依
二彼
夲
生
善
行
・而
得
中
正
念
上
或
有
下依
二佛
來
迎

・而
得
中
正
念
上
矣
若
約
・

臨
終

廻
心
機

一機
依
二
正
念
一有
ご佛
來
迎

一無
γ因
不
γ可
二來
迎

一故
也
和
倚
釋
二
下

々
品
來
迎
一云
二
臨
終
正
念

↓
即
有

二
金
華
來
應
一
依
二
機
正

念
一
見
二
佛
來

・由
〆皃
一一佛
光
一正
念
墸
上
餘
障
悉
除
臨
終
無
γ障
豈
限
二
心
亂

輔

此
文

言
に
ょ
れ
ば
道
公
は
軍
生
廻
心
機
に
就
け
ば
、
正
念
ε
來
迎
ご
は
前
後
不
定
で
あ
る
が
、
臨
終
廻
心
の
機

は
正
念
に
佳
す
る
に
依
て

佛
迎
に
預
り
、
然
も
佛
迎
に
依
て
正
念
墸
上
す
ε
い
ふ
の
で
あ
り
、
此
れ
が
所
由
を
散
善
義
の
下

々
品
釋
に
得
て
居
る
の
で
あ
る
。
即
ち
佛

迎
は
所
被
の
機
根
の
不
同
に
由

つ
て
正
QhS
ε
相
前
後
す
ーこ
す
る
も
の
で
、
正
念
决
定
に
は
必
す
し
も
佛
迎
を
要
ε
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
從

て
夾
迎

の
願
に
基
づ
き
正
念
の
爲
め
に
攝
取
の
來
迎
を
仰
で
受
け
る
ε
す
る
も
、
準
生
善
行
の

一
機
に
あ

つ
て
は
自

ら
正
念
决
定
し
、
佛
迎

を
待
て
後
然

る
に
非
す
、
叉
來
迎

は
機
の
正
念
を
要
-こ
す
る
も
の
で
、
畢
竟
佛
迎
は
大
慈
悲
の
流
現
で
は
あ
る
が
、

所
被
の
機

に
S
つ
て
は

必
須

の
も
の
で
な
ぐ
、
佛
邊
に
於
て
も
亦
機
功
を
待

つ
も
の
ご
い
ふ
こ
ざ
に
な
る
。
此
に
於

て
佛
迎
を
磯
認
し
な
が

ら
も
自
ら
機
功
爲
本

-こ

な
り
、
導
師
の
經
文
亦
文
字
逋
り
に
正
念
の
上
の
來
迎

こ
局
り
見
る
に
至
り
、
當
代
並
に
後
代
批
議
の
的
こ
も
な

つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

案
す

る
に
宗
組
が
來
迎
の
上
の
正
念
の
義
を
取
り
給
ふ
は
、
凡
夫
の
地
體
・こ
し
て
其
正
念
决
定
は
佛
迎
に
預
ら
す

し
て
本
よ
り
能
は
ざ

る

所
な
り

ε
の
御
意
に
出
つ

る
も
の
な
る
こ
ε
は
前
掲
の
文
に
徴
し
て
推
斷
し
得
ら
れ
、
、
若
し
更
に
此
意
を
以
て
散

善
義
の
文
を
望
む
・こ
、

そ
は
顯
盆
現
事
に
就
き
、
叉
以
τ
佛
の
加
砧
蓴
嚴
な
る
來
迎
に
預
ら
ん

ε
せ
ば
須
く
夲
生
に
於

て
廻
心
修
行

す
べ
き
を
教

へ
ん
さ
の
意
に
出

で
、
實

は
下

力
品
の
も
の

・
正
念
發
動
そ
の
も
の
こ
そ
既

に
佛
迎
の
冥
盒

に
し
て
唯
だ
當
人
が
佛
迎
を
確
認
せ
ざ

る
が
故
、
正
念
以
後

・こ
思

ぴ
な
す

に
過
ぎ
ざ
る
を
標
示
さ
れ
た
も

の
ε
窺
は
れ
る
。

要
す

る
に
正
忿
、こ
來
迎
こ
の
前
後

に
就
て
は
、
相
傳

の
義
は
來
迎

の
上
の
正
念
に
あ
り
、
道
公
亦
大
途
此
に
從
ふ
も
、

生
佛
の
感
應
は
相

對
的
な

る
も
の
ε
せ
ら
る

・
意
向
存

せ
し
も
の

・
如
く
、
術
し
て
そ
は

咽
般
論

-≧
し
て
は
機
根
萬
差
な
る
を
以
て
當

然
た
る
べ
き
も
、

末
世

ζ35一



鈍
根
を
正
機
、こ
し
て
の
正
流
の
義

ε
は
若
干
相
去
る
所
が
あ

つ
た
や
う
で
あ
る
。
然
も
此
は
前
述
の
二
重
發
心
読
を
解
す
る
所
ざ
其
軌
を

一

に
し
、
師

の
風
格
を
偲
ば
さ
し
む
る
所
で
あ
り
、
叉
此
れ
か
本
書
述
作
の
根
源
由
來

ε
も
な
つ
た
も
の
ε
思
は
れ
る
。

言
ふ
迄
も
な
く
以
上
別
述
し
た
以
外
に
も
、
大
經
鈔

一
部
中
に
は
、
或
は
四
十
八
願
の
生
起
は
必
す
し
も
訳
第
な
し
ε
し
、
或
は
第
十
八

願
の
體

に
就

い
て
三
心
は
要
な
り
ε
雖
さ
も
別
し
て
本
願
に
あ
ら
す
、
今
生
因
の
行
を
取
て
願
髑
ご
爲
る
時
、
不
具

三
心
の
唯
行
を
簡
ば
ん

が
爲
め
に
此
三
心
を
擧
ぐ
、
若
し
行
に
從
て
論
す
れ
ば
本
願
に
屬
す
可
く
、
之
を
離
れ
て
は
更
に
本
願
に
非
す
ご
せ
る
が
如
き
、
正
流
の
義

・こ
合
致

し
な
い
も
の
も
あ
る
。
然
し
此
の
如
き
大
同
少
異
の
も
の
ま
で

一
々
擧
げ
る
こ
ーこ
は
餘
り
煩

は
し
き
故
、
今

は
唯
だ
本
書
中
特
に
道

光
師

の
異
見
亡
し
て
目
立
つ
た
も
の

・
み
の
記
述
に
止
め
て
置
く
。
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